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　若くて石川　木に似ていましたね。試験が難しかったな～。口頭試問もあった。医学部の薬理があてにならなかっ
たので、先生の講義に助けられたよね。ご自身は形態学・自己免疫疾患の研究で成果を挙げられていた。
　先程の加藤正孝先生をはじめ、講師・助教授の先生方がバリバリと臨床をなさって、それをベースにして教えて
くれましたね。後にほとんどの先生方が医学部の教授になられましたが、東北・北海道で初めての歯学部というこ
とで、講師や助手の先生方を中心に、教員全員が学生教育に熱心でした。

斉藤 泰一先生（歯科薬理学）
在籍期間　昭和40年（1965）4月～昭和51年（1976）10月

伝 説

昭和42年（1967）、医学部と歯学部を結ぶ陸橋完成

い し

　教養部の2年間は一緒に机を並べ、スモールグループ（SG）が医・歯合同だったので、
医歯の学生同士やSG担任とも深い交流があった。2年間の教養部が終わったときに祝賀会をやった学年もありました。

学部間の壁が低く、カリキュラムに余裕もあって基礎の先生同志の交流もありましたね。
ポリクリの時には歯学部の学生も外科の手術場見学をして、廊下ですれ違うと、「おぅ」っとあいさつして。

医学部と歯学部の橋を渡ればすぐに行き来できるという距離的な近さがよかったんですね。
あの橋は、文字どおり「医と歯」の架け橋（＝いとし（い））

だったんですね！（一同快哉）

い し
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サッカー部
昭和 51 年 (1976)、北
医体優勝、全歯体優
勝、昭和 53 年 (1978)、
北医体準優勝、昭和
54 年（1979)、全歯体
準優勝など輝かしい成
績を残している。

ゴルフ部
東医体、全歯体をはじめとして、北医体、岩手医科大学、
弘前大学、秋田大学の三校対抗戦などに毎年参加して
好成績をおさめている。

相撲部
武芸でもあり武道でもある相撲に精進する伝
統ある部。

弓道部
岩手公園下の武徳殿で練習が行われ、

「時中寮」という寮で生活をともにした。

卓球部
歯学部女子団体が全歯体で4 度優勝。

剣道部
開学以来の歴史を誇り、明心
会という OB 会がある。平成
19 年（2007)に矢巾キャンパス
体育館の魂入れと開場式が
行われた。

ソフトテニス部
三大学定期戦の団体戦で優勝するなどの歴史
ある軟式庭球部からソフトテニス部に変わった。

水泳部
昭和 43 年（1968）同好会を結成、東医体に初
参加。翌年部に昇格。

アイスホッケー部
数少ない本学開学以来の部で、数多くの名選手を輩出。

陸上競技部
岩手医学専門学校開校以来続く伝統ある部。昭和
63 年（1988）第 1 回目の北医体のフィールド部門です
べて優勝という快挙を成し遂げている。

ワンダーフォーゲル部
毎年 6 回の合宿と岩手大学
や盛岡短期大学と岩手山清
掃、連盟の合同ワンゲルなど
に参加。

スケート部
全日本医歯薬大学
体育大会や岩手県
民スケート大会兼
国民体育大会予
選会などに参加し
ている。

漕艇部
昭和 50 年（1975)、全日本
大学ボート選手権大会のダ
ブルスカル部門で全国制覇。

硬式野球部
初代部長鈴木達郎教授、2代目三宅三郎教授、以下二井
一馬教授、光野孝雄教授、金谷春之教授、小笠原邦昭教
授の指導のもと、「仁義礼智」をモットーに人格形成を大き
な目標に掲げてきた。

硬式テニス部
「One Pointの精神」を拠り所に、
全日本大学王座決定試合東北
地区リーグ戦、東北地区体育
大会岩手県学連テニストーナメ
ントなどを目指し精進している。

馬術部
部発足当時は青山町にあった
騎兵第 24 連隊の軍馬を借用し
て練習した。昭和 46 年（1971）
第 14 回東医体は当地で開催。
平成 7 年（1995)の東医体では
総合優勝。

体 育
局

アル
バム

体育
局は
部・ク

ラブ
と同
好会
によ
って
構

成さ
れ、そ

れぞ
れに
技と
とも
に心
の鍛

錬に
も励
んで
いる
。東
医体
や全
歯体

などの
大会
に積
極的
に参
加し、

優

勝も
含め
輝か
しい
成績
をお

さめて
きた。

バレーボール部
東医体の第 13・14 回大会
で連続優勝、全歯体の第
3 回・4 回大会で連続優勝
を成し遂げた。

フェンシング部
岩手県民大会、東
北学生大会に向け
て練習を重ねた。

文化、体育などに関する自発的な活動のための組織が昭和3年（1928）に発会した。
設立当初は共同会という名称だった。
学友会は総務局、体育局、文化局で構成される。
全日本医科学生体育大会、東日本医科学生総合体育大会、北日本医科歯科学生体育大
会、全日本歯科学生総合体育大会歯体、文化部総合発表会などを目指して活動した。
昭和41年（1966）3月には、『岩手医科大学学友会誌』第１号を発行している。
学友会規約などが掲載されていた。
本学附属図書館所蔵の卒業アルバムと部誌の中から、部活動の歩みをたどる。

学友会の歴史

学友会で発行している会報誌（第3号）学友会で発行している会報誌（第3号）

山岳部
新歓合宿で1年が始ま
り、岩手山・秋田駒ヶ岳・
早池峰・栗駒岳などの
東北の山 を々登る。
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バドミントン部
昭和 50 年（1975) に同好会からスタート、創
部 2 年目にして東医体 3 位入賞という成績を
あげた。

滑空部
空へのロマンを持って活動。人力飛行機では鳥人
間コンテストに参加している。

合気道部

アーチェリー部
サイクリング部

拳闘部
ボクシング部
CTC自動車部
ホッケー部
少林寺拳法部

スキー部
昭和 42 年（1967) に前身のスキー
同好会が結成され、翌年部に昇格。
平成18年（2006)には、東医体で
女子回転で 1 位、全歯体で女子
スーパー大回転・女子大回転で 1
位というメダル奪取を果たしている。

ヨット部
東医体準優勝、全歯体優勝の経験があり、
関東医科歯科リーグにも参加している。

バスケットボール部
東医体において第 13 回大会（昭和 45 年 (1970)）、第
14回大会（昭和46年(1971)）に連続優勝している。

ラグビー部
盛岡のラクビーとしては草分
けとも言える古豪である。地
区体、東医体、全歯体を目
指して練習を重ねている。

部誌

部旗
アーチェリー部 弓道部 漕艇部

馬術部スキー部 陸上競技部

陸上部部旗

管弦楽団

衛生検査部茶道部 雑誌部

ラグビー
部

部 活
動

アレコ
レ

誇りを
持って

活動を
続けて

いる部
活動。

部

旗や部
の徽章

なども
用意し

て華々
しく活

動

を続け
た。継

続的に
部誌
を発
行し続

け

る部も
あり、

学生生
活にと

って部
活

動が
いか

に大
きな

もの
で

あった
かわか

る。

フェンシング部部旗

寮徽章

テニス部

音楽部

サッカ
ー部

乗馬部

弓道部

バスケッ
トボール

部

弁論部

山岳部陸上競
技部

空手道部
「礼に始まり礼に終わる」。空手の大家である箱石勝見医師の指導があった。
東医体、全歯体、岩手県選手権で輝かしい成績をおさめている。

柔道部
東医体では 4 年連続優勝、
北医体で歯学部三連勝など、
覇権を誇ってきた。

硬式野球部専用の自治寮
「四端塾」。建替は数度に
及ぶが、平成28年（2016）
をもって閉鎖
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ラグビー
部

テニス部

音楽部

サッカ
ー部

乗馬部

弓道部

バスケッ
トボール

部

弁論部

山岳部陸上競
技部

空手道部
「礼に始まり礼に終わる」。空手の大家である箱石勝見医師の指導があった。
東医体、全歯体、岩手県選手権で輝かしい成績をおさめている。

柔道部
東医体では 4 年連続優勝、
北医体で歯学部三連勝など、
覇権を誇ってきた。

硬式野球部専用の自治寮
「四端塾」。建替は数度に
及ぶが、平成28年（2016）
をもって閉鎖
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絵画部
市内の画廊などで
作品発表会を開
催。医大祭でも作
品の発表を行った。

E.S.S
かつては文化局にあっ
た ESS。学会での症例
発表などの活動もした。
現在同好会で活動中。

男声合唱部
定期演奏会を行うと同時に、病院、幼稚園でのコンサートなど地
域との交流も図っていた。

茶道部
昭和28年(1953)、長松
院にて発会式。流派は
川上不白に始まる江戸
千家。三田定則学長宅
で練習していた時期も
あった。

詩吟部
発足以来、詩吟の最
大の会派である岳風
会に入門。毎年 6 月に
三大学発表会に参加。

クラシックギター部
昭和40年（1965)にギターアン
サンブル同好会として設立。

弁論部
社会や政治などのテーマをもとに、演説・
ディベートを行う弁論部。

囲碁部
東北囲碁連盟に所属し、
年間五大大会（本因坊
戦・新人戦・十傑戦・名
人戦・団体戦）への参加
権を得ている。

雑誌部
『圭藻』や『ダス・レー
ベン』という雑誌を発行。
雑誌部のみの雑誌では
なく教員の寄稿もあり、
全学的な雑誌だった。

新聞部
岩手医科大学学生新
聞を定期的に発行。独
自の視点での編集が好
評を博した。

ロゴス会
聖書を輪読し、内容について皆で
話し合うという活動を行った。

衛生検査部
「厚生済民」「医は仁術」という建学の理念に沿う形で岩手医
学専門学校創設と同時に誕生。

管弦楽団
昭和40年（1965）、音楽好きの数名
が磯部教授とともに弦楽四重奏の
ような形式で物理学実験室の片隅
を借りてアンサンブルを楽しむよう
になったのが始まり。

日本拳法同好会
全日本学生選抜選手権大会と都道府県
対抗大会に出場してきた。

飛行研究部
歯学部の設立
とともに発足。
人力飛行機で
は鳥人間コンテ
ストに参加。

射撃同好会
岩手県ライフル射撃
大会に出場し、優勝・
準優勝を含め好成
績をおさめた。

女性コーラス同好会
昭和45年（1970）、女性だけのコーラス
部が誕生。合唱団とも活動を共にした。

音楽部
管弦楽を中心に様々な楽器を楽しみながら学んだ。
公会堂のホールなどで演奏会を行い観客を魅了。

軽音部
jazz-BandとCombo I.M.C.が良きライバルとして活躍。
学業の合間に市内の演奏家とも共演。

文化映画部
映画の上映会などを行
い、映画について語り合
う場を設けた。

文 化
局

アル
バム

文化
局では

、それ
ぞれユ

ニーク
な文化

活動を

行って
いる。

活動
の成
果を発

表する
機会と

しては
医大
祭や
文化
団体
発表
会など

が

主だ
が、ク

ラブ独
自に、

さまざ
まな場

所でイ
ベント

を組む
ところ

も少

なくな
い。

岩手医科大学学生新
聞を定期的に発行。独
自の視点での編集が好

スポーツ愛好会
パフォーマンス同好会
非電脳系ゲーム同好会
ビリヤード同好会
ESS（かつて文化局）
吹奏楽サークル
囲碁・将棋同好会
東洋医学研究会
居合道同好会
謡曲同好会
落語研究会
スピードスケート同好会
舞踏研究会
アマチュア無線同好会
ライフル射撃同好会
レーシングカート同好会
サーフィン同好会
薬草同好会

サイクリング同好会
応用物理研究会
落語研究会
温泉医療研究会
アマチュア無線
物理実験同好会
文芸部
ComboIMC
男性コーラス部
ドイツ語研究会
映画研究会
ECC

同 好
会

アルバ
ム

邦楽部

華道部
文芸部

さんさ踊り部

写真部
毎年12月頃に行う部展が活動の場。岩手県民会館の
展示室を借りて部展を開催した。
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現在の部活動さまざま

現在の部活動

アーチェリー部
アイスホッケー部
空手道部
弓道部
剣道部
硬式テニス部
硬式野球部
ゴルフ部
サイクリング部
医学部サッカー部
歯学部サッカー部

薬学部サッカー部
山岳部
柔道部
医学部準硬式野球部
歯学部準硬式野球部
水泳部
スキー部
ソフトテニス部
卓球部
日本拳法部
馬術部
バスケットボール部

バドミントン部
バレーボール部
ハンドボール部
フェンシング部
ボート部
ラグビー部
陸上競技部
ワンダーフォーゲル部

衛生検査部
管弦楽団
合唱部

華道部
ギター部
軽音楽部
茶道部
さんさ踊り部
写真部
美術部

スポーツ愛好会
パフォーマンス同好会
非電脳系ゲーム同好会
ビリヤード同好会

ESS
吹奏楽サークル
囲碁・将棋同好会
東洋医学研究会

IMU IFMSA
ヨガ同好会
補完代替医療同好会
ボウリング同好会
ダンス同好会
ロケット・天文同好会

体育局

文化局
同好会

非公認同好会

現在の部活動

空手部・北医体での勇姿

バスケットボール部の練習風景

新入生クラブ勧誘のようす

さんさ踊り部の練習風景

強豪の歴史を継ぐ
柔道部

合唱部の練習風景

写真部の
集合写真 硬式テニス部の矢巾テニス

コートでの練習風景

弓道部の道場開き

新入生クラブ勧誘のようす

合唱部の練習風景合唱部の練習風景

硬式テニス部の矢巾テニス
コートでの練習風景

合唱部の練習風景


